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研究成果の概要（和文）：明治維新前後には「客観」「法律」など数多くの新しい概念を表わす語が生じ、それらは日
本の近代化を支えたと考えられる。本研究ではこれらの学術用語の明治期から現代までの消長について調査を行った。
明治期の学術用語集『哲学字彙』と様々な資料との照合から、①その三版は「哲学字彙稿本」を元に編集されたこと、
②『哲学字彙』の語彙は間接的に、20世紀初頭、上海で宣教師が編集・出版した学術用語集に移植されたこと、③『哲
学字彙』編者が執筆した教科書や専門書が、学術用語の現代日本語に影響を与えた可能性があること、などが明らかに
なった。

研究成果の概要（英文）：Equivalents representing European concepts, e.g. "object" or "law", etc. 
supported the building of a modern society in Japan in the late 19th century. In this study we 
investigate and analyze changes of scholarly terms from the late 19th century up to the present, and how 
they took root and became popularized, or failed to become established and disappeared. By means of 
comparisons between a list of scholarly terms in the 19th century titled Tetsugaku Jii (Dictionary of 
Philosophy) and various materials, we conclude that (1) the third edition of Tetsugaku Jii was compiled 
based on the "manuscript of Tetsugaku Jii", that (2) headwords and their equivalents of Tetsugaku Jii 
were indirectly transferred and adapted to a list of scholarly terms compiled and published by 
missionaries in Shanghai at the beginning of the 20th century, and that (3) there is a strong possibility 
textbooks and technical books which editors of Tetsugaku Jii had written gave an influence to the present 
Japanese.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 幕末・明治初期に導入された新しい語彙
のその後の消長 
 研究代表者は、幕末・明治初期に西欧との
文化接触や文明開化の影響によって新たに
生まれた語の、その後の現代までの消長を研
究している。明治維新前後には「客観」「法
律」など数多くの新しい概念を表わす語が生
じ、その結果、日本語の語彙はその基本的な
部分にまで大きな変動がもたらされた。これ
らの語は西欧の文物受容における日本の近
代化を支えただけでなく、この 150 年の間に
現代日本語の基本的な語彙の一部に浸透し、
専門分野のみならず一般的な言語生活にお
いても必要不可欠な語彙となっている。幕
末・明治初期から現代にかけて、これらの新
しい概念を表わす語や学術関係の用語が一
般社会に広まっていく様相を雑誌・新聞・小
説・外国語辞書などでの語の使用を通してみ
ていくことで、近・現代の日本語基本語彙の
形成過程を明らかにするという研究である。
また研究代表者の研究は、明治初期から現代
までの語彙の交替や変化を個々の語の記述
的な研究によってだけでなく、語彙変化の全
体像を主に計量言語学の理論や手法によっ
て明らかにするところに特色がある。 
 
(2) 学術用語集『哲学字彙』に関する研究の
状況 
 先行研究(真田 2002)では、明治 14(1881)
年に出版された人文・社会・科学分野の総合
学術用語集『哲学字彙』初版に含まれる「法
律」「物理学」などの漢語を、多くの訳語を
生み出した西周の語彙との比較や、幕末から
現代にかけての各種の辞書との比較するこ
とでその性格を分析した。西周の新語の多く
もこの『哲学字彙』に受け継がれ一般化した
と考えられており、明治から現代日本語の形
成に至る道筋の重要な資料と考えられる。 
 『哲学字彙』はこれまで明治初期から大正
まで初版・改訂増補版・英独仏和版の３つの
版が知られていたが、改訂増補版と英独仏和
版の間には 28 年の空白期間があり、その理
由はわかっていなかった。近年の研究代表者
の研究で、①この 28 年の間に改訂増補版の
再版が存在したこと、②英独仏和版の下敷き
となった「稿本」が発見されたこと、③英独
仏和版の著者の一人である心理学者元良勇
次郎が英独仏和版編集の際、検討に使用した
と思われる自筆書き入れ本が発見されたこ
となど、いくつかの新しい知見が得られた。 
 
２．研究の目的 
 本研究で主な研究資料とした『哲学字彙』
は幕末・明治期の学術用語の集大成であるが、
ここに採録された語彙は現代日本語の中核
の一部をなしていることがわかっている(真
田 2010)。しかしながら、どこからこれらの
語が集められたのか、またどのようにしてこ
れらの学術用語が現代日本語に深く浸透す

るに至ったのか、という道筋は明らかではな
い。本研究では『哲学字彙』の前後で出版さ
れた辞書や専門書などとの照合を行うこと
で、その消長の経路の一端を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 『哲学字彙』よりも前に出版された哲学
辞典との照合 
 『哲学字彙』初版はフレミング編『哲学辞
典』の見出し語を参考にしたとされているが、
実際には三分の一しか一致していない。そこ
でフレミングの辞典と合わせて、フレミング
の辞典に増補をした Krauth 版とも見出し語
の照合を行った。 
 
(2) 『哲学字彙』再版刊行後の三版の成立過
程に関する調査 
 当時刊行されていた『哲学雑誌』には「哲
学字彙」稿本という付録が連載されていた。
そこでこの付録を収集し、『哲学字彙』再版
及び三版と照合を行った。また主たる編者の
井上哲次郎が残した日記から当時の編集作
業に関わる事項を抽出した。 
 
(3) 『哲学字彙』の影響を間接的に受けたと
推定される、宣教師が編纂した中国の学術用
語集の調査 
 20 世紀初めに上海で活動した宣教師によ
っ て 編 集 さ れ た Dictionary of 
Philosophical terms (Richard & 
MacGillivray 1913)はその前書きで、日本の
『哲学大辞書』を参照したことが書かれてい
る。『哲学大辞書』の項目は『哲学字彙』編
者とその同僚や弟子によって執筆されてい
るため、影響関係が確認できる。そこで、『哲
学大辞書』の見出し語と Dictionary of 
Philosophical terms の見出し語の照合を行
い、どのような語が受け継がれたかについて
調査を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 『哲学字彙』よりも前に出版された哲学
辞典との照合 
 『哲学字彙』見出し語はフレミングの辞典
と約 31%、さらにフレミングの辞典に増補を
したKrauth版と約19%の見出し語が一致した
(真田 2011)。残りの半数の見出し語について
は他の辞書からの引用の可能性を探ること
になった。 
 
(2) 『哲学字彙』再版刊行後の三版の成立過
程に関する調査 
 見出し語・訳語の照合から『哲学雑誌』付
録の「哲学字彙」稿本は三版の一部となった
ことが明らかになった。井上哲次郎の日記の
分析からは、編者らが毎週水曜日に「哲学字
彙の会」と称する辞書編集のための会議を開
いて検討を行っていたこと、稿本を三版の最
初の入稿原稿として一括で出版社に引き渡
していたこと、三版が『哲学雑誌』300 号の



記念出版物として刊行され、大々的に関係者
に広告されたことが明らかになった(真田
2012a)。 
 
(3) 『哲学字彙』の影響を間接的に受けたと
推定される、宣教師が編纂した中国の学術用
語集の調査 
 調査の結果、Dictionary of Philosophical 
Terms は『哲学大辞書』の巻末に付されてい
た用語英和索引を参照したと推定された。
『哲学大辞書』のＡ～Ｄまでのうち、約 65％
の見出し語を転用しており、そのうち 92％の
訳語も一緒に転用していた。Dictionary of 
Philosophical terms に採用されなかった訳
語には、平仮名・片仮名が使用されていたり、
漢語ではなく句の形式になっていたりした
ものがあり、編者の宣教師が、そのままでは
中国語の訳語に持ち込むことが難しいと判
断した語を除外したのではないかと推定さ
れた(真田 2013a)。 
 
(4)その他 
 本研究の中心的な調査・分析と合わせて、
周辺の資料や分析手法を調査している過程
で、以下の点が明らかになった。 
①教科書・専門書と『哲学字彙』との関係 
 『哲学字彙』の編者が執筆した中学教科書
や専門書には『哲学字彙』の訳語を用いてい
るケースが見られた(真田 2015a)。また『哲
学字彙』の編者が学生時代の勉学で使用した
洋書教科書に『哲学字彙』の見出し語との関
連が推定されるケースがあった(真田 2015b)。
これらはまだ限られた範囲での知見なので、
今後、調査対象とする資料を精査し、明治期
の学術用語が現代日本語の中核への浸透を
果たした経路の一つとして研究を行う。 
 
②語彙の計量的分析と文法的要素の影響 
 従来、日本語学では語彙論と文法論は別の
分野として研究され、両者の関係性について
はあまり検討されて来なかった。語彙量の調
査や統計的分析では、各々の語彙の多少が検
討されるにとどまっていたが、語の中には特
定の語と結びつきやすいもの・結びつきにく
いものがあり、それらも語彙量に影響を与え
ていることがわかってきた(真田 2012b, 
2013b)。たとえば「会う」という語の使用度
数はいくつであるかということは、同時に
「どこで」「いつ」ということを示す名詞、
副詞、助詞などの頻度にも影響を与える。さ
らに文中での出現位置も頻度に影響を与え
ることがわかった。従って語彙量の分析の際
には、個々の語の頻度を調べるだけでなく、
その語が含まれる文を構成する要素と文の
構造も合わせて調査すべきと考え、結合価理
論の語彙論への導入を試みた。学術用語の現
代日本語への浸透という問題についても、用
語がどのような文脈で使用され、どのような
語の頻度に影響を与えているかを検討する
必要があるが、このような語彙論と文法論に

またがる研究は、まだ手法が確立されておら
ず、今後はまず手法そのものを研究対象とし
て検討する。 
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